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【発表概要 Brief summary of your presentation】 

 

超希薄条件において CH4/O2/Xe および CH4/O2/N2 混合気を対象に，新しく開発した縦型温度分布制御型マイ

クロフローリアクタを用いて実験および数値計算を行った．当量比条件を 0.3，0.5，0.7 として希釈率を変化さ

せ，実験および数値計算で得られた火炎位置を比較することで複数の詳細化学反応モデルの妥当性を検証し

た．実験結果および数値計算で得られた火炎位置を比較した結果，San Diego Mechanism が実験結果と最も

良い一致を示すことが明らかとなった．また，CH4/O2/Xe 混合気で得られた火炎は CH4/O2/N2混合気で得られ

たものより低い壁面温度で定在した．これより，CH4/O2/Xe 混合気は CH4/O2/N2 混合気よりも反応性が高いこ

とが示唆された．火炎位置に関する感度解析の結果，OH ラジカルが火炎位置の決定に大きく寄与することが

わかった．反応経路解析および反応速度解析の結果，N２より Xe の三体衝突係数が大きいため，三体反応に

よるラジカル失活から OH ラジカルの生成が阻害され，N２混合気の反応性が低下することが明らかになった．

これより，マイクロフローリアクタを用いた場合における混合気の三体衝突係数の比較を実現可能となることが

示された． 



【他の講演等から得られた知見、感想等。What you learned from other presentations, general impression 

you had, etc.】 

 

 自信の研究テーマである超燃料希薄燃焼条件での燃焼特性に関する最新の研究動向について知見を得るこ

とができた．また，発表では燃焼化学の分野で著名な先生方から質問をしていただき，今後研究を行う上で

のアドバイスをいただくことができた．特に，Xe を希釈剤とした条件における実験データが非常に少なく，

実験データが世の中で求められているということを知ることができた．また，三体衝突係数を調べられるほ

どの高感度かつ熱的な制御が可能な実験装置は例がなく，当研究室独自の装置であるマイクロフローリアク

タの有用性を世界に示すことができた． 

 今回の国際燃焼シンポジウムは 2 回目の参加だった．1 回目は教科書に載っているような先生方が勢ぞろ

いし，その方々の議論に圧倒されるばかりだった．しかしながら，今回の参加では口頭発表の質疑にも受け

答えをすることができ，これらの有名な先生方に一歩近づけたことが実感できた．同時に，世界では自分よ

りも多くの論文を発表している博士後期課程の学生と交流することができ，今後研究を行う上で良い刺激と

なった． 

 

 

 

【写真 Pictures】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


